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よく見かけるサンプルアプリケーシ

ョンとして、「Windowsフォームにおけ

るデータベース開発入門」では、［読み

込み］ボタンや、［書き込み］ボタンを

用意し、前者が押されたときには、Sql

DataAdapterのFillメソッドを呼び出し

てデータベースから読み込み、後者が

押されたときには、SqlDataAdapterの

Updateメソッドを呼び出してデータベ

ースに書き戻す処理について説明しま

した。

この方法は、サンプルとしてはわか

りやすいのですが、実務で使うことを

考えると、「［書き込み］ボタンを押さず

にアプリケーションが終了されてしま

い、編集後の結果がデータベースに反

映されない」という危険性があります。

もちろん、フォームのClosingイベン

トでUpdateメソッドを呼び出す処理を

して、フォームが閉じられるときに、

強制的にデータベースに書き戻す方法

もとれます。しかし、途中でアプリケ

ーションが異常終了したときには対応

できません。

たとえば、ユーザーが大量のレコー

ドを登録したあと、アプリケーション

が異常終了して、それがデータベース

に書き戻されないなど、許されること

ではありません。

そこで本稿では、DataSet上のデータ

が変化したとき、それを即座にデータ

ベースに書き戻す仕組みを説明します。

Windowsフォームでデータバインデ

ィングを使ったときの編集は、DataSet

を使った非接続型データベースアクセ

スとなります。

つまり、一度メモリに読み込み、編

集したのちに、データベースに書き戻

します。すなわちユーザーが編集して

いるのは、データベースの情報ではな

く、SqlDataAdapterのFillメソッドを

呼び出したときに得た、メモリ上の情

報です。

マルチユーザー環境では、他のユー

ザーがデータベースを変更するため、
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データベース上のデータと、ユーザー

が編集しているDataSet内のデータが、

合致しないことがあります。

そのため、SqlDataAdapterのFillメ

ソッドとUpdateメソッドを使う場合に

は、いくつかの点に注意しなければな

りません。

競合とは何か

データベースアプリケーションで、

もっとも問題となるのは、「データベー

スに書き戻そうとしたときに、すでに

誰かが該当レコードの値を変更したり、

削除していた」という状況です。この

問題が、「競合」です。

誰かが変更していた場合に、そのま

ま書き戻すと、その変更を上書きして

しまうことになります。また、削除し

ていたものを書き戻すと、誰かが削除

したはずのものが復活してしまいます。

そのため、競合が発生したときには、

その状態をユーザーに告げ、再編集さ

せる必要があります［注1］。

ADO.NETでは、SqlDataAdapterの

Updateメソッドを呼び出したときに、

「更新対象となるレコードがデータベー

ス上に存在するか否か」で、競合が発

生したかどうかを判断しています。競

合が発生すると、DBConcurrencyEx

ception例外が発生します［注2］。

Updateメソッドを呼び出したときに

は、SqlDataAdapterのInsertCommand、

UpdateCommand、DeleteCommand

の各プロパティに設定した、いずれか

のSQLクエリーが実行されます。

たとえば、「Windowsフォームにおけ

るデータベース開発入門」のようにし

てSqlDataAdapterコントロールを構成

したときのUpdateCommandプロパテ

ィに設定されるSQLクエリーは、リス

ト1のようになっています。

リスト1を見るとわかるように、WH

ERE句には、id列、price列、product

name列が設定されています。そのため、

データベース上で、これらの列が変更

された場合には、WHERE句の条件に

合致するレコードが見つからないので、

競合とみなされます。

リスト1で注意したいのは、WHERE

句にバイナリ型の列は含まれていない

という点です。

これは、サーバーエクスプローラか

らテーブルをドラッグしてSqlDataAda

pterコントロールを作った場合には、

WHERE句にバイナリ型の列は含まれ

ない仕様になっています。そのため、

「Windowsフォームにおけるデータベー

ス開発入門」で説明した、image型の

picture列は、WHERE句に登場しませ

ん。

すなわちユーザーがpicture列の画像

を編集しても、それは競合とはみなされ

ず、更新時には、かまわず上書きされま

す。

この状態を避けたいなら、timestamp

列など、更新のたびに異なる値を格納

する列を用意し、それをWHERE句に

含めるようにします。

ちなみにリスト1では、UPDATE文

の後ろにSELECT文が付いていますが、

これは、データベース上のレコードを

再読み込みするためのものです。その

意味は、すぐあとで説明します。

サーバー側で設定される
値の取得

IDENTITY列のように、サーバー側

で値が設定される場合には、データベ

ースに書き戻したあと、サーバー上で

割り当てられた値をDataSetに書き戻

す必要があります。

たとえば、「Windowsフォームにおけ

るデータベース開発入門」で説明した

PRODUCTSテーブルでは、id列がIDE

NTITY列であるため、この値はサーバ

ー上にレコードを挿入したときに確定

します。

DataSetにIDENTITY列が含まれて

いる場合、次のように動作します。

How to use the DataGrid Control?

注1）もちろん再編集させるのではなく、「強制的に上書きするかどうか」を尋ねて、上書きして書き戻す
という方法をとってもかまいません。
注2）ContinueUpdateOnErrorプロパティをTrueに設定すると、例外を発生させることなく処理を継続さ
せることもできます。ただし、競合が発生したレコードの更新が飛ばされるだけであり、いかなる場合で
も、競合が発生したレコードがデータベースに書き戻されることはありません。

UPDATE PRODUCTS
SET  productname = @productname, price = @price, picture = @picture
WHERE

(id = @Original_id) AND (price = @Original_price) AND 
(productname = @Original_productname);

SELECT id, productname, price, picture
FROM  PRODUCTS
WHERE (id = @id)

リスト1：UpdateCommandプロパティに設定されるSQLクエリーの例




